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第
40
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)  

九
月
一
九
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

  
 
 

戸
塚
盛
政
の
算
額
の
解
法 

  

戸
塚
盛
政
の
正
観
寺
（
本
庄
市
都
島
）
の
算
額
は

第
26
号
で
一
問
目
の
背
景
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
が
、

問
題
そ
の
も
の
は
述
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
問
題

は
歴
史
的
な
意
義
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
改
め
て

問
題
の
内
容
と
解
法
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
26
号
の

記
事
と
併
せ
て
見
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  
 

一
、
問
題
内
容 

 

問
題
は
『
古
今
算
法
記
』（
一
六
七
一
年
）
の
遺
題

十
五
問
の
五
問
目
と
同
じ
。た
だ
定
数
が
違
い
ま
す
。 

（
い
ま
甲
乙
丙
丁
戊
の
立
方
各
々
一
つ
あ
り
、
た
だ

云
う
、
甲
積
と
乙
積
と
相
併
せ
て
、
共
に
寸
立
積
百

八
十
九
坪
、
ま
た
、
丙
丁
戊
積
各
々
三
和
し
て
共
に

寸
立
積
三
十
六
坪
、
甲
乙
丙
丁
戊
の
方
面
各
幾
何
な

る
か
を
問
う
、
乃
ち
甲
乙
丙
丁
戊
の
方
面
の
差
は
各

同
寸
な
り
。
答
は
左
術
に
よ
り
戊
一
寸
） 

「
百
八
十
九
坪
」「
三
十
六
坪
」
の
と
こ
ろ
が
、『
古

今
算
法
記
』
で
は
「
七
百
坪
」「
五
百
坪
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
。 

 

こ
の
算
額
の
一
解
法
を
次
に
示
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
解
法
は
一
般
的
な
解
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
術
文
の
内
容
と
は
異
な
り
ま
す
。
術

文
は
関
孝
和
の
『
発
微
算
法
』（
一
六
七
四
年
）
と
同

じ
で
す
。
厳
密
に
言
う
と
建
部
賢
弘
の
『
発
微
算
法

演
段
諺
解
』（
一
六
八
五
年
）
と
同
じ
で
す
。『
発
微

算
法
』
の
当
該
部
分
は
少
し
間
違
い
が
あ
る
の
で
。 

  
 

二
、
術
文
の
解
法 

                  

術
文
の
前
の
文
は
演
段
（
解
義
。
高
次
方
程
式
の

解
法
）
を
消
長
法
を
以
て
解
く
よ
う
な
こ
と
が
書
い

て
あ
る
（
よ
う
で
す
）。
術
文
は
『
発
微
算
法
演
段
諺

   

   

（計算１）　　　　　　　　　　

が得られる。これから、

得られる。②－①を行えば次式が　①②を少し変形し、

のはやっかいである。られるが、これを解く

の９次方程式が得を消去すれば、①②から

②

①　

となり甲＝乙＝丙＝　丁＝

とすれば、とし、同寸を　今、戊＝

－丁＝丁－戊　甲－乙＝乙－丙＝丙

＝戊＋丁＋　丙

＝乙＋　甲
３３３

３３

1,1

0)353211)((

03532111

01751510555

362

18934

4,3,2,

36

189

22

3223

3223

333

33















dx

ddxxdx

dxddxx

dxddxx

xd

xdxdx

dxdx

dxdxdxdx

dx





今
有
二リ

甲
乙
丙
丁
戊
立
方
面
各
一 

只
云
甲
積
ト

与
二  

乙
積
一ト

相
併
テ

共
ニ

寸
立
積
百
八
拾
九
坪
亦
丙
丁
戊 

積
各
三
和
シ
テ

共
ニ

寸
立
積
三
拾
六
坪
問
二 

甲
乙
丙 

丁
戊
方
面
各
幾
何
一ト

面乃

之甲

差乙

各丙

同丁

寸戊

也方 

答
曰
左
術
得
二 

戊
方
面
一
寸
ヲ 

 

此
本
術
ヲ

求
ル

者
演
段
以
起
元
前
後
両
式
求
前
式 

戊
面
得
度
数
求
及
相
消
右
式
得
亦
左
式
求
前
後 

両
式
各
偶
以
用
維
乗
法
左
式
得
亦
左
右
式
各
實 

維
用
消
長
式
起
元
術
本
術
寄
左
数
相
消
数
与
而 

得
實
列
左
数
与
亦
識
前
相
乗
与
以
開
方
式
得 

術
ニ

曰
ク

立
天
元
ノ

一
一ヲ

為
二 

戊
方
面
一ト

再
ヒ

自
二 

乗
之
一ニ 

為
二 

戊
積
一ト

寄
子
位
一ニ

列
三 

併
シ
テ

先
元
数
段三

ト 

与
二ヲ 

子
五一

段十

一 

得
内
減
二 

又
云
数
段七

餘
寄
二 

丑
位
一  

列
二シ

 テ

又
云
数
一九

段十

内
併
減
三ス

先
云
数
段九

ト 

与
二ヲ

子 

位
十二

五百

段五

ト 

餘
寄
二 

寅
位
一ニ

子
位
冪
丑
位
相
乗
シ
テ 

□二

□千

九一

千百

五八

百十

段 

子
位
丑
位
冪
相
乗
千三

零十

一六

十万

段五 

子
位
丑
位
寅
位
相
乗
シ
テ

三一

百□

三七

十万

段七

 千

右
三
位
相 

併
テ

得
ル

数
寄
レ

左
子
位
寅
位
冪
相
乗
シ
テ

百六

段千

 六

寅
位 

再
自
乗
シ
テ

九四

段十

右
二
位
相
併
テ

得
ル

数
与
レ

寄
レト

左
相 

消
テ

得
二ル

開
方
ノ

式
ヲ

八
乗
ノ

方
ニ

開
レ

之
得
二ル

戊
方
面
一ヲ 

仍
推
前
術
一ニ

得
二 

甲
乙
丙
丁
方
面
一ヲ

各
合
レ

問
ニ 

････････ 

･･････ 
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　（計算３）　　　　　　　　　　

）寅丑は⑧に等しくなる。（

は⑦に、、の右辺が同じ式になりと４．この結果、

。を掛ける所から始める次式だから、のは

次式、のは繰り返す。一致するように変形を

項から順に係数の多項式として高次の３．⑮⑯で

⑯

を行う。⑬項を消去した式。⑭次に

⑮

を行って⑭⑬

。項を消去した式を作る２．この２式からまず

⑭

⑬

で表す（④を利用）。とを１．

sts

tts

xdxdxd

xdxdtxtt

xdxdxd

xdxdsxss

xdxd

xdxdtsxtt

xdd

xdxdss

xd

xdxdxtt

std

sdt

d

dxxdxbas

d

xddxbat

dx

xdxxddb

xdxxdda

dxba



































,2

332

26195400000179903430004339982700

04409162100016096941002182950023

26195400000179903430004339982700

0440916210001609694100660012

0134061450004339982700

044091621000160969410017733012

0122523030004025756700

044091621000160969410071

5256144000

018396504000160969410023301

,2

3

630690255919

991

1202101573

73

39159

2217591

,

726354

45366

726354

453623

6354

45363

634

453632

54

4536323

32

223

3

233

2

3223

3223









解
』
と
同
じ
で
す
（
送
り
字
や
返
り
点
の
有
無
は
多

少
あ
り
）。
意
訳
を
次
に
示
し
ま
す
。 

 

天
元
の
一
を
立
て
戊
と
す
る（
未
知
数
を
戊
と
す
）。

こ
の
３
乗
は
戊
の
体
積
で
子
と
す
る
。
先
ず
云
う
の

数(189)

の
３
倍
と
子
の
15
倍
を
加
え
、
又
云
う
の

数(

36)

の
７
倍
を
減
じ
、
そ
の
余
り
（
結
果
）
を
丑

と
す
る
。
又
云
う
の
数(

36)

の
91
倍
か
ら
先
ず
云

う
の
数(189)

の
９
倍
と
子
の255

倍
を
減
じ
、そ
の

余
り
（
結
果
）
を
寅
と
す
る
。
子
の
２
乗
と
丑
と

21829500

を
乗
じ
、
子
と
丑
の
２
乗
と365010

を

乗
じ
、
子
と
丑
と
寅
と177330

を
乗
じ
、
そ
れ
ら
を

加
え
て
左
に
寄
せ
る
。子
と
寅
の
２
乗
と6600

を
乗

じ
、
寅
の
３
乗
と
49
を
乗
じ
、
そ
れ
ら
を
加
え
て
左

に
寄
せ
、相
消
し
、９
乗
の
式
を
開
い
て
戊
を
得
る
。 

 

こ
れ
を
式
で
示
し
、具
体
的
に
解
く
と（
計
算
２
）

の
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
原
文
は
９
乗
（
９
次
）
の

式
の
解
き
方
ま
で
は
述
べ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

な
お
、
算
額
に
は
算
木
に
よ
る
天
元
術
の
式
が
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
⑨
式
と
全

く
一
致
し
て
い
ま
す
（
赤
は
正
数
、
黒
は
負
数
）。 

          

 
 

三
、『
発
微
算
法
』
の
解
法 

 

『
古
今
算
法
記
』
に
あ
る
元
々
の
問
題
は
既
述
の

よ
う
に
、（
計
算
２
）
の
定
数189

は700 

、36

は

500

で
す
。
そ
う
な
る
と
（
計
算
２
）
で
示
し
た
よ

う
に
は
簡
単
に
は
解
答
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
算
額
の

問
題
で
き
れ
い
な
値
が
得
ら
れ
る
の
は
、
逆
算
し
て

189

と36

を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
、
丑
や
寅
の
値
、
そ
れ
に

21829500

や365010

と
い
っ
た
値
は
ど
の
よ
う
に

導
か
れ
た
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

文
献(

2)

に
は
、「
二
つ
の
未
知
数
を
含
ん
だ
二

つ
の
式
か
ら
、
一
方
の
未
知
数
を
消
去
し
て
、
一
つ

の
未
知
数
の
方
程
式
（
開
方
式
）
を
導
い
て
解
を
求

め
る
。
そ
の
方
式
が
使
わ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
消

去
法
で
こ
の
問

題
の
解
法
を
解

説
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を(

計
算

３)

に
示
し
ま

す
。
私
が
き
ち

ん
と
理
解
し
た

か
覚
束
な
い
所

で
す
が
、
関
孝

和
が
如
何
に
巧

妙
に
解
い
た
か

の
一
端
に
触
れ

る
思
い
が
し
ま

し
た
。 

 
 

     
 

（計算２）　　　　　　　　　　

が得られる。これから、

⑫

⑩

とせんが、⑨を約分する以下は算額にはありま

⑨

式を得る。⑧を計算して次の９次⑦

⑧寅寅右

⑦寅丑丑左

⑥寅

⑤丑

術文から

④

とすれば、③は方面差を

③

②　

①　

とすれば、条件から又云数先云数

とし、戊丁丙乙甲

1

1128625

6294771

0128625134919637177

0751914422343252008100666

9482437125114604875

496600

17730036501021829500

2551575255991

153157153

4,3,2,

36

189

,

,,,,

2

345678

369

3

69

32

33

33

33

333

33



































x

xx

xxxxxxx

xxx

x

xx

x

xx

xxab

xbxa

dxudxvdxwdxy

d

xyywwvvu

bxyw

avu

ba

xywvu























 
 

○○ ○○

○

(

黒 

赤 

赤 

黒 

黒 

赤 

赤) 

0114604875

9482437125

252008100666

751914422343

9

6

3









x

x

x

xは省略されています。

す。うに９次式になってま

すよ算木は上から以下に示

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 
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6436631226312903986.0

5752588078236447555.4

2189219294549351542.5

8625850510862255528.6

5062481737175159515.6

1499112953488063502.7













方面差

戊方面

丁方面

丙方面

乙方面

甲方面

第５問目の数値解

省略。では不明だが、詳細は

このままここに出て来る数字も

９次方程式を得る。

開方式左右として、に対する

右

左

とする。、

とし、乙を甲を









936333

3636

639

3333

2940394500

2973375000

94500970299

36

,

ttytyx

ytyx

yxy

txbxay

yx

建
部
賢
弘
の
『
発
微
算
法
演
段
諺
解
』
の
解
法
も

見
て
み
ま
し
た
。
七
頁
に
渡
っ
て
解
い
て
い
ま
す
。

そ
の
解
法
は
文
献(

3)

に
解
説
が
あ
り
ま
す
。
導
入

部
分
の
「
前
式
・
後
式
」
の
所
が
理
解
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
大
筋
は
理
解
し
ま
し
た
。
文
献(

2)

と
ほ

ぼ
同
様
で
す
（
と
い
う
か
、
こ
ち
ら
が
本
家
）。 

  
 

四
、
田
中
由
真
の
解
法 

 

既
述
の
よ
う
に
『
古
今
算
法
記
』（
一
六
七
一
年
）

の
遺
題
を
関
孝
和
は
『
発
微
算
法
』
で
三
年
後
に
解

い
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
四
年
後
、
田
中
由
真
も
『
算

法
明
解
』(

一
六
七
八
年)

で
解
い
て
い
ま
す
。 

 

文
献(

2)

か
ら
引
用
し
て
概
要
の
み
次
に
示
し

ま
す
。
戸
塚
盛
政
の
算
額
の
値
を
入
れ
れ
ば
正
解
が

得
ら
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
宮
城
清
行

も
『
和
漢
算
法
』(

一

六
九
五
年)

の
中
で

解
い
て
い
ま
す
。
私

は
こ
の
書
物
を
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

手
に
入
れ
ま
し
た
が

解
読
は
出
来
て
い
ま

せ
ん
。 

  
 

五
、
数
値
解 

 

『
古
今
算
法
記
』
の
遺
題
は
ど
れ
も
高
次
の
一
元

方
程
式
に
な
り
、72

次
と
か
、
最
高
は1458

次
の

式
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
具
体
的
な
数
値
解
は
今

ま
で
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

文
献(

4)

は
「
グ
レ
ブ
ナ
ー
基

底
」
と
か
い
う
私
は
全
く
知
ら
な

い
方
法
で
遺
題
の
数
値
解
を
求
め

て
い
ま
す
。
第
五
問
目
の
解
と
し

て
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

参
考
文
献 
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『
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算
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法
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『発微算法』の術文(東北大、写
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線部分の書順に間違いあり。 

『発微算法演段諺解』の解文(東北大) 

７頁に渡って解いています。 

『発微算法演段諺解』の術文
(東北大)。『発微算法』の間違い
は訂正されている。 
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編
集
後
記 

戸
塚
盛
政
の
算
額

は
『
埼
玉
の
算
額
』

に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
算
額
を
知
っ
た
の

は
昔
の『
埼
玉
史
談
』

の
野
口
先
生
の
記
事
。

先
生
に
感
謝
で
す
。 

 

最
近
「
自
動
運
転
」
の
話
題
が
多
く
、
興
味
を
持

ち
ま
す
。
自
動
化
の
レ
ベ
ル
に
は
１
～
４
が
あ
り
、

４
に
な
る
と
完
全
自
動
走
行
で
運
転
者
が
全
く
関
与

し
な
い
状
態
と
い
う
。実
現
目
標
が2020

年
代
と
の

話
も
あ
る
。
本
当
か
。
待
て
よ
と
云
い
た
い
。 

「
自
動
運
転
革
命
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
見
た
。

如
何
に
技
術
的
に
対
応
で
き
る
か
と
い
う
挑
戦
の
物

語
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
車
を
動
か
す
側
の

話
。確
か
に
技
術
的
に
は
か
な
り
進
歩
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な
い
問
題
も
沢
山

あ
る
と
思
う
。
仮
に
全
て
解
決
し
た
と
し
て
も
、
本

当
に
社
会
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。
番
組
で
は

歩
行
者
側
の
こ
と
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
例
え
ば
私
は
横
断
歩
道
を
渡
る
時
、
青
信
号
で

も
車
が
来
た
ら
運
転
者
と
目
が
合
う
よ
う
に
顔
を
見

る
。
大
丈
夫
と
思
っ
た
ら
渡
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
行
う
。
走
っ
て
い
る
車
が
全
て
自
動
運
転
だ
っ

た
ら
と
思
う
と
横
断
歩
道
も
渡
れ
な
く
な
る
。 
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寸
立
積
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八
拾
九
坪
亦
丙
丁
戊
積
各
三
和
シ
テ

共
ニ

寸
立
積
三
拾 

六
坪
問

甲
乙
丙
丁
戊
方
面
各
幾
何

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

    
 
 
  

 
 
  

 
 

答
曰
左
術
得
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戊
方
面
一
寸
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此
本
術
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求
ル
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演
段
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元
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後
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式
求
前
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面
得 

 
 

度
数
求
及
相
消
右
式
得
亦
左
式
求
前
後
両
式
各
偶
以
用 

 
 

維
乗
法
左
式
得
亦
左
右
式
各
實
維
用
消
長
式
起
元
術 

 
 

本
術
寄
左
数
相
消
数
与
而
得
實
列 
左
数
与
亦
識
前 

 
 

相
乗
与
以
開
方
式
得 

一
術
ニ

曰
ク

立
天
元
ノ

一

為

戊
方
面

再
ヒ

自

乗
之

為

戊
積

寄
子
位

列

 

 

併
シ
テ

先
元
数

与

子

得
内
減

又
云
数

餘
寄

丑
位

列

 

 

又
云
数

内
併
減

先
云
数

与

子
位

餘
寄

寅
位

子
位 

 
 

冪
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位
相
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子
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冪
相
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子
位
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位
寅
位
相
乗
シ
テ

右
三
位
相
併
テ

得
ル

数
寄
レ

左
子
位
寅
位
冪 

 
 

相
乗
シ
テ

寅
位
再
自
乗
シ
テ

右
二
位
相
併
テ

得
ル

数
与
レ

寄

左
相
消
テ 

 
 

得

開
方
ノ

式
ヲ

八
乗
ノ

方
ニ

開
レ

之
得

戊
方
面

仍
推
前
術

得

甲
乙
丙
丁 

 

方
面

各
合
レ

問
ニ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

商
戊
方
面
一
寸
得
也 

算
木
の
図 

戸
塚
盛
政
の
算
額
の
一
問
目
の
全
文(

上)

と
復
元
算
額
写
真(

下) 

（
数
字
で
一
部
判
読
不
明
が
あ
る
が
、
解
法
か
ら
判
明
す
る
） 

『算法明解』の術文(東北大) 


